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立神峡だより

鯉のぼりを募集しています

梨の伐採した木を受け入れます

立神峡の春の味覚を収穫～タケノコ掘体験者募集～

　昨年に引き続き、立神峡の龍神橋に
鯉のぼりを泳がせたいと考えておりま
す。昨年、寄贈していただいた皆さま
には紙面をお借りして御礼申し上げま
す。ご自宅に眠っている鯉のぼりがあ
りましたら、ぜひご寄贈していただき、
観光振興にご協力をお願いします。
　立神峡公園管理棟までご連絡いた
だきましたら、こちらからお伺いいたし
ます。

　梨農家の皆さんは今が剪定の真っ最中ではないでしょうか。
　公園では里地屋敷やキャンプサイトにおいて薪を大量に消費しま
す。役目を終え、伐採した木の処分にお困りの皆さんはぜひ、公園にお
持ち込み頂きたいと思います。（ただし、幹径が10㎝以上長さ1m以内）
　※先着30台まで　軽トラック1台満載　2000円にて買い取ります。
　　領収書発行のため印かんを持参ください。

　立神峡はもう春の気分です。新年を迎えた1日、公園内の竹林に足を運びタケノコを探した
ところ、芽を出しているのにはさすがに驚きました。
　通常は、3月上旬に収穫をするものですが、今年は暖かい日が続いたお陰で、タケノコもビッ
クリして顔を出してきたのではないでしょうか。
　そこで、立神峡公園ではタケノコ掘体験を行い
ます。随時受付けておりますので多数のご参加を
お待ちしています。
◆体験料　大人300円　子供100円　
　　　　   （用具無料貸し出し）
　※一人2kgまで　
　※取れない場合の補償はありません。

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546（8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

▲春を感じるタケノコ掘りにぜひお越しください

▲龍神橋に泳ぐ鯉のぼり


